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"@Sarputu@ta ， pon@kaskot@ewkaomap@akar@hine ， oro@ta@r wsian@wa ， 
1)  3人称叙述で語り 始めたが，ここから Kinakoype の自叙形式に 変わる   
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びらか 
6. 平賀という村はふたつあ りました 
( キナコイ ぺと アホウドリの 廃除の話 ) 








そのキナコイ ぺ が室蘭の方に ，チリペ ソ という川に魚の 噂，サケ や マスやら 
魚 がとれるという 評判が立ったものですから ，そこへ 魚 とりに行きました   
それで，チリペ ソ は評判でしたけれども ，魚が少なくて ，つかまえたのはわ 
ずかでした・まだ ，魚が上がって 来るのが遅いからだと 思って ， 魚が上がって 
来るのを待って 魚 とりをしよう ，魚をとろうと 思いましたから ，ひと月ほど 他 
の仕事をして 暮らしていましたが ，噂に聞きますと ，私の小さな 村に伝染病が 
はやって，村人たちが 全、 滅したらしい 噂を私は耳にしました・ 
それから，私は 急いで帰りたいと 思いましたけれども ， わ なも仕掛けてあ り， 
網も建ててあ るものですから ，来年また，そのチリペ ソ で魚をとり， わ なを仕 
掛けようと思いましたから ， わ なもすぼめてはずし ， 網も引きあ げて 干 して， 
そうした後始末に 手間取りました・ 
そうして，ひと 月以上も遅れてしまいました・ 帰るのが遅くなりました・ 
それから，帰りました・ 途中，何日か 泊まり泊まり ，もとの村の 方へ帰って 
行きました・ 
けれども，いったい 伝染病がどんな 状態なのかを 聞いて (から村に入りたく 
て ), 村人たち，少人数の 村人たちが，生きているのか ，それとも伝染病で 死ん 
でしまったのか ( を知りたくて ), 急、 に村に入るのも 気持が悪いので ， 
「 富 Ⅲ @2@ ，小さな 漁 小屋，三角屋根の 小屋を作って ，そこに泊まって ， 私 
1) 砂流川の下流の 方，西岸を平賀といい ， 東岸を新平賀 ( 現在は福 浦 ) といったことを 
さす  
2@  Sarputu はく沙 浦川の河ロ ソ という意味の 地名で，現在の 富川をいう  
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l) Knakoype の自叙形式になっていたことに 気づいた語り 手が，ここで 3人称叙述に 
もどし，話を 続ける・ しかし， 7 行先の ipaskuma 以下から再び 自叙形式になり ，末 
尾は， Kinakoype の自叙としてしめくくつている・ 
2)  明瞭には聞き 取れないが， isokapiw であ る・ 
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の村の様子をさぐろう」 
と鰍は思いましたから ， ) 思いましたから ，その 漁 /N 、 屋を作って，そこに 泊まり 
ました・そして ，寝る前に， アホウドリ D) が 1 羽，死んで波に 打ち上げられて 
いましたので ，言い伝えに 聞いていたものですから ， 
「、 流行病の恐ろしさに 対抗できるのは ，アホウドリの 悪臭 だ ・ 
疽 瘡の神であ っても， こお がるものなのだから ， 疽瘡が 流行しそうな 疑い 
があ るときは，アホウドリの 羽 1 本でも，窓のところとか ，戸口のところと 
かに，ぶらさげるといいのだよ」 
と，先祖のおじいさんが 私に言い伝えてくれていたものですから ，そのアホウ 
ドリが波に打ち 上げられていたのを 拾って，泊まるために 作った草葺きの 三角 
小屋の戸口のところに ，ぶらさげました． 
そうしていましたところ ，眠る気にもならないので ，ただ休んでいたのです 
けれども，眠らないでいますと ，外のほうに‥， 2) そうしていますと ，あ の 
戸口のところにぶらさげたアホウドリが 羽をバタバタさせ ，翼をの ぼ します 
と，翼の上で 矢がそれて，私の 体に矢は届きもしません． 
すると，外でこんな 声がします・ 
「キナコイ ぺ が，悪党が， いったいどこから 聞いたのだか ，足のついたも 
のだから，臭くて 汚くておれの 大きらいなアホウドリを ，自分の身を 守るた 
めに，戸口のところに 置いて番をさせやが つた ・そして，キナコイ ぺ に矢を 
立てたら，手に 入れることができると 届、 っ たが，矢は届きもしない． 
キナコイ ぺ の手前で，アホウドリが 矢を受けとめて ，キナコイ ぺ に矢が届 
かないので，私はあ きらめた， 
手下の者たちと 一緒に，もう 帰るぞ」 
と，外で声がしました． 
すると，それから 矢を射る昔もしなくなりました． 
そして，夜が 明けました・それから ，そのアホウドリをお 守りにしたいと 捧 、 
いましたから ，持って背負って ，家 まで，私の村まで 帰りましたが ，小さい村 
ですから，村人も 少なかったのですが ，村人たちのほとんどが ， 疽瘡で 死んで 
しまっていたのでした． 
I)  isokapiw は，ジョン・バチ ラ 一ァアイヌ・ ズ ・称辞典 dl( 第4 版 ) に「 lsho-kapiu ア 
ホウドリ」とあ る・更科源蔵 ・更科九ロコタン 生物 記 1IlJl のアホウドリの 項に，二周 
谷 の菅野茂氏が 語った話として ，この民話 (6) の類語がのっている． 
2)  komastek は意味不明・ 川上松子さん ，木村キミさん ， 萱 野茂氏とも「わからない」 
という． 
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そして，村に 着きますと， 川 向こうにも，村があ るのですが， 皆 恐ろしが つ 
て ，その村からも ，私の村の人たちを 見舞いに来もしないで ，死んだものがそ 
のまま墓にうめられもせずにり ，置かれてあ ったのでした． 
それから私は 泣きながら，村人たちの 葬式をしました． 
伝染病にやられて ，村人たちの 大半が死に，私は 泣きながら悔しく 思い， や 
9 切れなく思いました． 
けれども，私は 村人たちにあ の世へ行くように 命じて，あ の世へ行かせまし 
た  
その後，子供みたいなものが 少し残っているだけでしたが ，まだ私が元気な 
うちから，村人たちも 増えて，村人が 大勢になったのですから ，このアホウド 
リは ，仕事で出歩く 疽 瘡の神でも，恐ろしがるものなのですから ，人間は皆， 
それをお守りにしているならば ，恐れられて ，村に伝染病がはやることもない 
のですよ． 
と，キナコイ ぺ が言い伝えながら 年老いて死にました・ですから ，それ以降， 
アホウドリをどの 村ででも， 家 ごとにお守りにしていて ，伝染病がはやりそ う 
な 疑いのあ るときは，戸口の 上や，窓の上で ，番をしてくれるのだということ 
を教えられています ，このアホウドリは 人間を守護するものなのですから ，そ 
れをお守りにするのです・ですから ，このアホウドリをお 守りにするその 起源 
は，こういうわけで ， お 守りにすることになったのであ ります． 
） 1 ka somo ki no は，文字どおりにはく 捨てられもせずに》
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